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海の花祭りや童謡、歴史、イチゴと充実の一日 

バスハイク”房総 御宿ぐるり旅” 
   が開催されました      

 第 48 回の世界の料理教室はタイ

の家庭料理でした。2 月 6 日、寒い

一日でしたが、ホットな料理教室が

菊田公民館で開かれました。 

 講師の草間カンヤパクさんは来

日 10 年で、日本語はお上手ですが

さらに上達したいと NIA の日本語

教室で学ばれています。普段からお

料理が大好きで、タイの美味しい料

理を多くの人に教えることができ

たらと思っているそうです。 

 今日のメニューはよくご存じの

「グリーンカレー」と「トムヤムク

ン」、そしてイカのサラダ「ヤンプ

ラーム」でした。グリーンカレーは

タイカレーとも呼ばれ、ココナツミ

ルクの入った甘辛のカレーです。ト

ムヤムクンは辛味と酸味と複雑な

香りが特徴の、エビ入りスープでタ 

辛さの中にもまろやかさのタイ料理 

世界の料理教室が開催されました 
      

魚や野菜などの賞品がもらえる「ボ

ール投げゲーム」は参加費 500 円。

参加者には全員スプレーストック 

今回参加のみなさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 23 日、恒例のバスハイクが開

催されました。行き先は南房総の御

宿です。タイや中国などの外国人 8

名を含む総勢 39 名で、にぎやかに出

かけました。 

 当日はカラッと快晴。風もなくポ

カポカ。空も海も真っ青です。 

 この日は一日だけの「おんじゅく

海の花祭り｣の開催日でした。会場の

「月の砂漠記念館前広場」には、地

元の魚介類や野菜、花などの出店が

並び、さまざまな楽しいイベントが

繰り広げられていました。 

 私達も早速参加しました。郷土料

理の「するもん汁」（イワシのつみれ

汁）は無料配布ですがおいしく、体

もホツと温まりました。95 キロもの

大きなカジキマグロの解体ショーは

ダイナミック。目で楽しんだ後は、

解体されたマグロの刺身の無料配布

に並び、新鮮な味を楽しみました。 

イを代表するスープです。 

 タイ料理にはたくさんの香辛料が

使われます。今回は 9 種類の香辛料

が使われました。タイ料理独特の香

りと辛さとココナツミルクの甘い香

りが部屋全体に立ち込める中で、コ

クがあって辛さの中にもまろやかさ

がある絶品のお料理ができあがりま

した。      （報告 杉本裕子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

忙しいくらいの楽しいひとときで

した。お祭り会場のある「月の砂漠

記念館」も訪れて、「月の砂漠」が

御宿海岸をモチーフに作られたこ

とや、作詞者で御宿を愛した詩人・

加藤まさを氏についてなど、いろい

ろ学びました。そして、海岸に立つ、

王子と王女を乗せた 2頭のラクダの

「月の砂漠記念像」周辺をぶらぶら

と散策しました。 

 その後「日・西・墨（日本・スペ

イン・メキシコ）三国交通発祥記念

之碑」へ。1609 年、フィリピンか 
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―――――――主な内容 CONTENTS――――――――― 

■バスハイク”房総 御宿ぐるり旅”が開催されました 

■感動を求め世界へ―――大自然と人間に出会った青春一人旅 

■連載・あなたもできます「留学自分流」 第３回現地情報を調べる 

詳しい記事、およびカラー版が NIAホームページからご覧になれます 

らメキシコへ向かったスペインの

船が、岩和田海岸（御宿町）沖で遭

難。漂着したスペイン人達を村人総

出で助けたことを記念して建立さ

れた碑です。さらに「歴史民俗資料

館」を見学。最後にイチゴ園を訪れ

てイチゴ摘み。甘～いイチゴをお土

産に、みなさんニコニコ顔で帰路に

つきました。  （報告 佐藤洋子） 

95キロのカジキマグロ 

月の砂漠記念像前で 

の花束が渡

され、ハッピ

ーな気分に

なりました。

その他、「エ

コ米つかみ

取り」や、そ

ば打ち実演

販売など、盛

りだくさん

で回るのに 
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エベレストを眼前に(5550m 地点) 

【この紀行のノーカット版はＮＩＡのウェブサイトでご覧ください】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、ついにある日そんな気持

ちが爆発した。  

「足りない。圧倒的に何かが足りな

い。」  

 とんでもない感動を求めてスター

トした旅のはずだった。「どんな辛い

時でも自分には世界でドでかい感動

を味わうという夢がある」と行動し

続け、やっと実現したこの旅なのに。 

「それがこれかよ！！」  

 自分は今、死ぬのが怖くて人を恐

れ、自然を恐れ、何もできずにいる。

情けなくて絶望感で一杯になってし

まった。  

 そんなある日、一週間ぶりに天気

が晴れたのでキルティプルという田

舎町に行き、そこで雄大な山々を眺

めていると、「もしエベレストに一人

で行って山と一体となれたらどんな

に幸せかな」と思った。 

 だが一方で「でもお金かかるし、

危険だよな。旅の序盤で怪我してた

ら世話ないし」と頭の中に言い訳ば

かりが浮かぶ。なにしろエベレスト

に行くには 10 万円程もかかり、貧

乏旅行の僕には旅全体に影響する大

出費だ。それにトレーニングや事前

準備など何もしていない僕にとって

はかなり危険な事でもある。 

 しかしその後歩いていても食事を

していても、エベレストへの憧れは

募るばかりだった。   

  ひと手間かけるとプロの味！ 
世界の料理教室 第４７回「中国の家庭料理」が開催されました 

感動を求め 
世界へ 
 
アジア・アフリカ・南米を巡り 

大自然と人間に出会った 

青春一人旅 

杉山 大貴（NI-Youth OB） 

 
 

■旅の始まり 

 バンコクのカオサンロードという

安宿街。付近は人、人、人でごった

返す。麻薬と酒で狂乱するフリーク。

この地に沈没した旅人。観光客に擦

れた現地人。僕は、監獄を思わせる

白い壁とボロいベットが一つだけの

狭い部屋で、「いきなりやばい世界に

来てしまった」と思うと、"これから

一人で本当に世界を旅が出来るのか

な" "死ぬかもしれない" という漠然

とした不安で、夜はあまり眠れなか

った。僕の世界一周の旅はこうして

始まった。 

 その後、ネパールへ。そこでは何

日も雨が降り続いた。治安も悪いの

で、少し雨が上がった時に街や寺を

見て回るだけの日々が 1 週間程続い

た。さらに何日も宿に閉じこもって

いると、外に出たり人と話したりす

ることなど色々な事が億劫になり、

次第になんだか陰鬱な気持ちになっ

ていった。 

アー仲間で一人旅のアメリカ人女性

だった。 

「凄い星空だったね。何時から外に

いたんだい？」  

 と聞くと、なんと僕より 1 時間も

早く起きていたとのことだ。  

 僕以外にもこんな早くから起きて

いる人がいるとは。しかも女性一人

で。さらに僕より 1 時間も前から。  

 その後このツアーでは色々なトラ

ブルがあったが、彼女はいつでも文

句一つ言わず出来る事を考え行動し

確実に旅を楽しんでいた。現地の人

や他の旅人とよく会話し、お互いの

経験や考えをシェアし合うのが楽し

くて仕様がないという感じだった。  

 逆境すら最大に楽しんでしまう彼

女のその精神性にはとても刺激を受

けた。一人旅をする女性とはこうも

強く魅力的かと思った。彼女こそま

さにトラベラーだ。 

 

 あるとき「ゴチャゴチャ考える前に

自分の気持ちは？ 」と考えた。 

「行きたい！！」 

 素直にそう認めると、すっとした

のと同時に物凄い喜びのエネルギー

を自分に感じた。 そうしてエベレス

トへの挑戦が決まった。  

 この時の気持ちの揺れを経て今度

の旅の基盤ができた。それは「旅全

体をあまりコントロールしようとせ

ず、常に"今"の自分の気持ちをありの

ままに観てそれに従う」ということ

だ。 

 そして再び僕の旅は始まった。 

 ヒマラヤトレッキングでの新鮮な

驚き。インドで体験したカルチャー 

■感動は突然に 

 アマゾンでは 4 日間ジャングルの

中で生活したが、ここでこの旅一番

の感動を味わった。 

 ある日の夕暮れに男 4 人でピラニ

ア釣りに出掛け、釣れた魚をみんな

で食べるべくボートを漕いでジャン

グルロッジへ帰る途中だった。 

 その時僕はぼーっと水平線をただ

眺めていた。 

 ボートの前方を見ると、一緒に来

たデンマーク人の 2 人が子供の様に

鳥の鳴き真似をしてジャレあってい

た。そしてふと空を見上げると黄金

色の空に小鳥の家族がゆっくりと目

の前を通り過ぎていった。「彼らもこ

れからエサを分け合って食べるのか

な」なんて考えていたら幸福な気持

ちに包まれた。時間がゆっくり流れ、

なんだかその場の人達や動植物、何

かが水面をかく音、ジャングルの静

かな夕暮れ、全てが愛おしくなった。

そのまま夕空を眺めていたら涙がで

てきた。何故それが一番感動したの

かは今でもわからない。 

 今、旅を終えてふと思い出すと温

かい気持ちになる。ああ、あの時本

気で旅したな～って、なんだかほっ

こりする。  

 感動を追い求め、世界をまわった

この旅の思い出と経験は僕の人生の

宝物だ。 

〈全旅程 2013 年 10 月 3 日～2014

年 1 月 21 日〉 

ショック。ケニアのサバンナでのワ

イルドな日々。旅で初めて自然以外

のものに感動を受けたイスタンブー

ルのブルーモスク。「アラブの春」を

語り合ったエジプト人学生から受け

た刺激。その後もさまざまな体験を

重ねた。 

■旅のスタイル 

 サハラ砂漠は冬で極寒だった。その

ツアーでは夜は砂漠にテントで寝た

が、ある夜、毛布が薄く寒くてとて

も眠れず、僕は砂漠の静寂の中で星

空を見ることにした。翌朝早く起き、

あまりテントから離れると光を失っ

て迷ってしまい凍死の危険があるの 

で、テントの近くで無音の音が耳に

響く静寂の星空を堪能した。テント

へ帰る途中、誰かが歩いてきた。ツ 
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   あなたもできます    

    「留学自分流」 
   小川翔平（広報青年部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 

載 

第３回 現地情報を調べる 
 

■各国のウェブサイトやイベントで 

 さて留学に行く国を決め、自分自身の目標をはっき

りさせたら、あとは実際に留学準備を進めていくこと

になります。具体的には、学校選び、授業料振込、航

空券の購入、保険加入、ビザの取得等です。その手順

についても今後紹介していきますが、並行して現地の

情報を調べていく必要があります。 

 私が韓国へ留学した時は事前に何回か訪れたことが

あったのですが、ほとんどの人が留学する土地へ行く

のは実際に留学してからになるかと思います。つまり

初めての土地で、しかもいきなり一人で、新しい生活

を始めることになります。そのため、現地の情報収集

がとても大事な事前準備となります。 

 具体的には、まず外務省が日本と国交のある国の基

本情報を HP 上にまとめているのでこれを調べます。各

国の在日大使館のウェブサイトを見てみるのも良いで

しょう。また都内の大使館、また代々木公園で各国の

イベントを開催していることもあるので、機会があれ

ば出かけてみると面白いかもしれません。さらに 10 月

や 11 月には、東京外国語大学や近隣の神田外語大学の

学園祭も開催されるので、そこは海外の友達を作った

り、現地での生活を経験して来た学生に会って情報収

集をするのに絶好の機会になります。「衣・食・住」を

中心に考えていくとシンプルに現地での生活を想像す

ることができます。 

■ファッションは気候や文化も考えて 

 まず「衣」についてですが、どのようにオシャレを

するかが大事なのではなく、現地の気候を知る必要が

あるということです。たとえば、タイやシンガポール

のような常夏の国に行くのにコートを何枚も持ってい

く必要はないですね。また、カナダやロシアなど、気

温が氷点下何十度もするような極寒の地に行くのに薄

着ばかりもっていくこともありません。服は最初の生

活に必要な分だけ持っていって、あとは気候に合わせ

て現地で調達するのがいいかもしれません。 

 ファッションの文化も国によってかなり異なるので、

日本ではおしゃれに見えても、現地ではとても奇抜で

あったり、宗教的な理由であまり良くない印象を与え

てしまうこともあります。そのような面についてもよ

く調べて留学に臨みましょう。 

■食べることは止められない 

 次は留学先での「食」についてです。 

 留学に行くに当たって一番の心配事は何でしょう。

多くの人が「言葉」の壁だと答えると思います。しか

し、実はもっと大きな壁があります！それは「食」の

壁です。日本にも多くの外国人が住んでいますが、彼

らはみんな日本語が話せますか？日本語が話せなくて

も、ずっと日本で生活している人がみなさんの周りに

はいないでしょうか。実は言葉が話せなくても、毎日

通勤して、食べて、寝るくらいの日常生活はできてし

まいます。 

 留学生活において、言葉の問題よりも学生を苦しめ

るのは食事の問題です。勉強を休むことはできますが、

食べることを止めることはできません。辛い物が苦手

なのに、留学先の料理が辛いものばかりであれば、1 日

3 食のメニューを考えるのも大変です。太りたくないの

に毎日ハンバーガーばかりだったり、逆に質素な味付

けの料理ばかりだったりで飽きてしまうこともあるか

もしれません。１年間お米が食べられない可能性もあ

ります。私の知り合いでイギリスに留学していた人は、

ほぼ毎日中華街で食事をしていたそうです。 

■行く前に、現地の味付けをトレーニング 

 留学に行く前に、まず渡航先の食生活についてよく

知っておきましょう。幸い日本にはいろいろな国の料

理屋があります。日本人向けに味付けが変えられてい

るところも多いですが、機会があれば個人経営の、現

地の味付けに忠実なお店に行っておくべきです。私も

辛い食べ物が苦手で、韓国に行く前は毎日辛い食べ物

を食べてトレーニングしておきました。おかげで留学

に行ってからは毎日韓国料理を食べることができて幸

せでした。 

 現地での生活をより現実的、具体的に考えて、日々

の生活でどのような問題が起きるのかをもう一度よく

考えてみる必要があります。 

 

タイのカオマンガイ（鳥飯） 
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平成 26 年度タスカルーサ市青少年訪問団受入日程が決まりました 

平成 26 年度習志野市青少年海外派遣日程が決まりました 

●２年に一度の交流の機会です。歓迎行事にぜひご参加ください。詳しくは事務局まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 19日(木) 成田空港着。歓迎式。ホストファミリー対面 

20日(金) 市長・議長表敬訪問。歓迎レセプション。東邦中学高校で交流 

21日(土) 阿武松部屋見学。津田沼高校で交流。習志野文化ホールで音楽鑑賞 

22日(日) ホストファミリーと過ごす 

23日(月) 東京バス見学(日本橋、銀座、日比谷、国会議事堂、浅草、 ソラマチ、江戸博他) 

24日(火) 習志野高校で交流 

25日(水) 宿泊交流 1日目。（富士山５合目、富士五湖散策他）富士吉田青年の家宿泊 

26日(木) 宿泊交流 2日目 <富士急ハイランド> 習志野帰着 

27日(金) 谷津バラ園。オービックシーガルズ見学。谷津干潟自然観察センター見学。送別会 

28日(土) 引率者反省会。送別式（市民の広場）。見送り 

  29日(日) 30日(月) 京都、奈良見学 

７月 1日(火) 帰国見送り（成田空港） 

7月 24日(木） 成田発。アトランタ着。泊。 

25日(金） コカコーラ本社見学。マーチン・ルーサー・キング生家見学 
アトランタ発。タスカルーサ着。歓迎レセプション。ホストファミリーと面会   

26日(土） ホストファミリ－と一緒に過ごす 

27日(日） ホストファミリ－と一緒に過ごす 

28日(月） ポール・W・ブライアント高等学校で交流。連邦裁判所、タスカルーサ交通博物館見学 

29日（火） ジェミソンマンション。シティーホール。タスカルーサ円形劇場、姉妹都市彫刻見学 
市長ウォルト・マドックス氏と記念写真。タスカルーサマウンドヴィル考古学パーク   

30日（水） マグネット・スクールで交流。 

31日（木） メルセデスベンツ社（タスカルーサ市）見学。バーミングハム公民権協会見学 

8月 1日（金） セントラル高等学校で交流。アラバマ大学タスカルーサ校キャンパス見学 

2日（土） NASA/ハンツビルスペース＆ロケットセンター見学 

3日（日） ホストファミリ－と一緒に過ごす。姉妹都市委員会主催のフェアウェルパーティー 

4日（月） タスカルーサ発。アトランタ着。 

5日（火） アトランタ発 

6日（水） 成田着 

●メールマガジンに読者登録を 
 スクウェアの電子版「メール・スクウェア」

を毎月１回、配信しています。無料です。配信

停止も自由です。配信をご希望の方は ＰＣメ

ールアドレスを niasquare@m.jcnnet.jp まで。 

●原稿をお寄せください 
 イベントや活動の報告、雑感、国際交流の体験など。

投稿は事務局または niasquare@m.jcnnet.jp へ 

●スクウェア編集部員を募集しています 
 一緒に広報活動をやってみませんか。経験不問です。 

 

広
報
か
ら 

 

日光市国際交流協会
が視察に来られまし
た 

 日光市には約 700 人のさまざまな

国のかたが住んでいます。 

 今回は会報の発行やホームページ

運営のほか、国際理解講演会の開催

や会員の加入促進・啓蒙活動を行っ

ている企画・広報部会活動の勉強が

目的でした。本協会からは会長・副

部会長はじめ各部会長が出席、活発

な討議が行われました。 

フィリピン台風救援金に
ご協力ありがとうござい
ました 

  昨年の 10 月のフィリピン台風の

救援金は昨年末に締め切り、合計

52,745 円の募金が集まりました。救

援金は「読売光と愛の事業団」を通

して現地に贈りました。 

 3 月 10 日、日光市国際交流協会か

ら役員と事務局員総勢 8 名が本協会

に視察に来られました。 


